
〒102-0093
東京都千代田区平河町2-4-2
代表 TEL 03（3262）5234
旬報 TEL 03（3262）2309
発行人 原田　正司

本
会
主
催
の
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
平
成
２５
年
度
の
開
催
地
が
北
海

道
旭
川
市
。
７
月
１０
日
か
ら
２
日

間
、
旭
川
市
民
文
化
会
館
で
開
催

し
た
。
今
回
の
開
催
で
８
回
目
。

▼
２
面
か
ら
３
面
に
詳
細
記
事

１
日
目
冒
頭
の
開
会
式
で
は
、

佐
藤
祐
文
・
本
会
会
長
（
横
浜
市

議
会
議
長
）
が
あ
い
さ
つ
し
、
引

き
続
き
三
井
幸
雄
・
旭
川
市
議
会

議
長
、
西
川
将
人
・
旭
川
市
長
が

あ
い
さ
つ
し
た
。

開
会
式
後
に
は
基
調
講
演
に
入

り
、
西
尾
勝
・
公
益
財
団
法
人
後

藤
・
安
田
記
念
東
京
都
市
研
究
所

理
事
長
が
「
地
方
議
会
改
革
」
と

題
し
講
演
し
た
。
基
調
講
演
後
は

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実

施
。
「
住
民
自
治
の
実
現
と
地
方

議
会
へ
の
期
待
」
と
題
し
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
宮
脇
淳
・
北
海

道
大
学
公
共
政
策
大
学
院
教
授
を

迎
え
、
パ
ネ
リ
ス
ト
４
名
と
と
も

に
議
論
を
交
わ
し
た
。

２
日
目
は
「
政
務
活
動
費
を
考

え
る
」
と
題
す
る
課
題
討
議
を
実

施
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
江
藤

俊
昭
・
山
梨
学
院
大
学
法
学
部
教

授
、
事
例
報
告
者
３
名
、
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
１
名
の
計
５
名
で
、
事

例
を
踏
ま
え
な
が
ら
考
察
し
た
。

閉
会
式
で
は
野
中
一
二
・
本
会

副
会
長
（
甲
府
市
議
会
議
長
）
が

あ
い
さ
つ
。
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
は

盛
会
裡
に
閉
会
し
た
。
な
お
、
閉

会
式
で
は
、
三
井
・
旭
川
市
議
会

議
長
か
ら
次
期
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

地
と
な
る
岡
山
市
の
則
武
宣
弘
・

議
長
へ
、
開
催
旗
が
手
渡
さ
れ
た
。

本
会
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
に
先

立
ち
７
月
９
日
、
佐
藤
祐
文
・
会

長
（
横
浜
市
議
会
議
長
）
は
歌
志

内
市
を
表
敬
訪
問
し
、
山
崎
数
彦

・
議
長
�
写
真
左
�
と
意
見
交
換

し
た
。
日
本
で
最
も
多
い
人
口
を

抱
え
る
市
の
議
長
が
、
最
も
少
な

い
人
口
を
抱
え
る
市
の
議
長
と
語

ら
い
、
親
睦
を
深
め
た
。

横
浜
市
の
人
口
は
３
７
０
万
１

７
１
２
人
（
平
成
２５
年
７
月
１
日

現
在
）
、
人
口
密
度
は
１
平
方
�

あ
た
り
８
５
０
６
人
、
議
員
定
数

は
８６
人
。
か
た
や
歌
志
内
市
の
人

口
は
４
１
１
８
人
（
２５
年
５
月
３１

日
現
在
）
、
人
口
密
度
は
１
平
方

�
あ
た
り
７３
・
５
人
、
議
員
定
数

は
８
人
。
人
口
比
で
差
は
約
９
０

０
倍
、
議
員
定
数
比
で
も
約
１０
倍

の
開
き
が
あ
る
。

国
と
地
方
の
協
議
の
場
な
ど
で

地
方
側
の
代
表
と
し
て
意
見
を
申

し
入
れ
る
立
場
に
あ
る
佐
藤
会
長

に
と
っ
て
、
今
回
の
訪
問
は
多
様

な
市
の
状
況
を
把
握
す
る
絶
好
の

機
会
と
な
っ
た
。
佐
藤
会
長
の
胸

の
内
に
は
「
人
口
が
多
い
市
の
議

会
も
少
な
い
市
の
議
会
も
、
市
民

に
責
任
を
負
う
同
じ
仲
間
」
と
の

想
い
が
あ
る
。
山
崎
議
長
も
今
回

の
訪
問
を
心
か
ら
喜
び
、
お
互
い

の
健
闘
を
誓
い
合
っ
て
い
た
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）
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研究フォーラムを
本会が旭川で開催
平成１８年から今回で８回目

佐
藤
会
長
が
歌
志
内
市
を
訪
問

山山
崎崎
議議
長長
とと
意意
見見
交交
換換

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
佐
藤
・
本
会
会
長（
左
上
）の
挨
拶
で
開
会
し
、
開
催
地
の
三
井
幸
雄
・
旭
川
市

議
長（
右
上
）、
西
川
将
人
・
旭
川
市
長（
右
下
）の
挨
拶
を
経
て
基
調
講
演
へ
と
入
っ
た
。
２
日

目
は
課
題
討
議
の
の
ち
本
会
副
会
長
の
野
中
一
二
・
甲
府
市
議
長（
左
下
）の
挨
拶
で
閉
会
し
た

（１） 平成２５年７月２５日 第１８７５号
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今
回
で
８
回
目
の
開
催
を
数
え

る
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
、
昨
年
の

愛
媛
県
松
山
市
か
ら
開
催
地
を
北

海
道
旭
川
市
に
移
し
、
７
月
１０
日

か
ら
１１
日
に
か
け
開
催
し
た
。

▼
１
面
の
詳
細
記
事

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
▽
住

民
自
治
を
い
か
に
し
て
実
現
す
べ

き
か
▽
住
民
が
地
方
議
会
に
求
め

る
期
待
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
―

を
柱
に
討
議
し
た
。
ほ
か
本
年
３

月
か
ら
施
行
さ
れ
た
「
政
務
活
動

費
」
の
あ
り
方
も
討
議
の
テ
ー
マ

と
し
て
扱
い
、
全
国
か
ら
集
ま
っ

た
２
千
名
を
超
え
る
参
加
者
は
、

地
方
自
治
の
担
い
手
と
し
て
幅
広

い
自
己
研
鑽
を
積
ん
だ
。
な
お
、

平
成
２６
年
度
は
開
催
地
を
岡
山
市

へ
移
し
８
月
に
開
催
す
る
予
定
。

基
調
講
演
に
続
き
、
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

へ
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
移
し
た
。
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
宮
脇
淳
・
北

海
道
大
学
公
共
政
策
大
学
院
教

授
。
パ
ネ
リ
ス
ト
に
は
、
片
木
淳

・
早
稲
田
大
学
公
共
経
営
大
学
院

教
授
、
大
山
礼
子
・
駒
澤
大
学
法

学
部
教
授
、
人
羅
格
・
毎
日
新
聞

論
説
委
員
、
三
井
幸
雄
・
旭
川
市

議
会
議
長
を
迎
え
た
。
テ
ー
マ
に

は
「
住
民
自
治
の
実
現
と
地
方
議

会
へ
の
期
待
」
を
据
え
、
各
パ
ネ

リ
ス
ト
が
地
方
議
会
の
置
か
れ
て

い
る
現
状
と
課
題
を
提
起
し
た
の

ち
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
解
決
策
を

模
索
し
た
。

片
木
氏
は
、
早
大
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
研
究
所
が
ま
と
め
た
「
都
道
府

県
別
市
議
会
改
革
度
平
均
得
点
及

び
順
位
」
の
表
�
左
掲
�
な
ど
資

表：都道府県別市議会改革度
平均得点及び順位

「
地
方
議
会
改
革
」
と
題
し
基

調
講
演
の
壇
に
立
っ
た
西
尾
勝
・

公
益
財
団
法
人
後
藤
・
安
田
記
念

東
京
都
市
研
究
所
理
事
長
は
当
面

す
る
課
題
と
し
て
、
本
会
を
は
じ

め
と
す
る
三
議
長
会
が
地
方
制
度

調
査
会
へ
提
出
し
た
改
革
要
望
に

対
し
、
ど
う
答
え
る
の
か
を
挙
げ

た
。
依
然
と
し
て
決
着
の
付
か
な

い
主
要
事
項
に
▽
長
の
専
決
処
分

▽
議
会
招
集
権
▽
議
員
の
身
分
・

処
遇
―
の
３
点
を
列
挙
し
、
現
状

と
自
身
の
認
識
を
述
べ
た
。

専
決
処
分
は
大
き
く
２
つ
の
事

件
に
分
け
ら
れ
る
。
１
点
目
が
、

財
産
の
処
分
、
契
約
の
締
結
、
訴

訟
の
提
起
・
和
解
な
ど
、
元
々
が

長
の
執
行
権
に
属
す
事
件
。
２
点

目
が
、
条
例
や
予
算
の
制
定
・
議

決
な
ど
、
元
々
が
立
法
権
に
属
す

事
件
。
西
尾
氏
は
「
長
の
専
決
処

分
が
２
点
目
の
立
法
権
に
ま
で
広

げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
議
会
の
立

法
権
に
対
す
る
不
当
な
侵
害
」
と

断
じ
、
何
と
か
是
正
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
論
じ
た
。

西
尾
氏
の
弁
を
借
り
れ
ば
、
予

算
の
制
定
な
ど
に
専
決
処
分
が
用

い
ら
れ
、
簡
単
に
は
廃
止
で
き
な

い
最
大
の
原
因
は
国
会
運
営
に
あ

る
。
年
度
末
が
目
前
に
迫
る
な
か

国
会
審
議
が
進
ま
ず
、
地
方
議
会

が
予
算
案
を
議
決
で
き
な
い
状
況

は
少
な
く
な
い
。
地
方
税
財
政
に

関
係
す
る
法
案
が
国
会
で
可
決
さ

れ
な
け
れ
ば
、
自
治
体
の
長
は
予

算
案
を
議
会
へ
提
出
で
き
ず
、
新

年
度
を
目
前
に
控
え
た
首
長
は
専

決
処
分
で
し
の
ぐ
事
態
に
陥
る
。

西
尾
氏
は
、
三
議
長
会
が
国
会

へ
の
意
見
書
提
出
権
を
活
用
し
、

国
会
へ
の
反
省
を
促
す
べ
き
だ
と

諭
し
た
。
こ
の
ほ
か
西
尾
氏
は
、

短
、
中
、
長
期
の
課
題
を
語
っ
た
。

【
３
面
へ
続
く
】

回答議会を都道府県別に分類し、それぞ
れの平均点を算出しました。
その県内の「市議会の平均得点」を算出
し、高得点の順に１位から４７位までランク
付けしています。
※上記カテゴリのため、県議会の得点は含
まれていません。平均点上位１０県は青、下
位１０県はオレンジにしてあります。

市
順位
２３
４４
９
３
２５
３２
３０
４０
２９
４５
２４
３１
１０
５
２１
４３
１３
８
４６
１１
３５
１９
１５
２
１２
１
１６
４
２８
３９
３３
６
２６
１４
２０
３７
２２
４２
４１
１８
７
２７
３６
１７
３８
３４
４７

平均得点
４８０．９
３５１．０
５６９．６
６４２．９
４７１．９
４４８．８
４６６．３
３７０．２
４６６．５
３４５．８
４８０．４
４５９．７
５６２．１
６０８．８
４９５．３
３６３．８
５４３．３
５７６．３
３３０．０
５５５．０
４３０．８
５０１．４
５３０．０
６５４．６
５４３．６
６８６．９
５１８．９
６２２．８
４６８．６
３８８．１
４３５．０
６０１．３
４７０．７
５３８．８
４９９．６
３９５．０
４８７．５
３６７．７
３６９．４
５１３．８
５９０．５
４６９．６
４１３．１
５１７．３
３９０．０
４３３．９
３１２．８

都道府県

０１北海道
０２青森県
０３岩手県
０４宮城県
０５秋田県
０６山形県
０７福島県
０８茨城県
０９栃木県
１０群馬県
１１埼玉県
１２千葉県
１３東京都
１４神奈川県
１５新潟県
１６富山県
１７石川県
１８福井県
１９山梨県
２０長野県
２１岐阜県
２２静岡県
２３愛知県
２４三重県
２５滋賀県
２６京都府
２７大阪府
２８兵庫県
２９奈良県
３０和歌山県
３１鳥取県
３２島根県
３３岡山県
３４広島県
３５山口県
３６徳島県
３７香川県
３８愛媛県
３９高知県
４０福岡県
４１佐賀県
４２長崎県
４３熊本県
４４大分県
４５宮崎県
４６鹿児島県
４７沖縄県

１日目

基
調
講
演

地
方
議
会
改
革

第
３０
次
地
制
調
会
長
も
務
め
た
西
尾
氏

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

１日目

住
民
自
治
の
実
現
と
地
方
議
会
へ
の
期
待

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
宮
脇
氏

第１８７５号 平成２５年７月２５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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料
を
引
用
し
な
が
ら
、
議
会
改
革

の
現
状
を
分
析
し
た
。
な
お
、
こ

の
表
は
、
同
研
究
所
の
議
会
改
革

調
査
部
会
が
平
成
２４
年
１１
月
２２
日

付
で
公
表
し
た
「
議
会
改
革
度
調

査
２
０
１
２
調
査
結
果
報
告
�
」

が
出
典
元
。
同
研
究
所
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
調

査
部
会
で
は
各
設
問
を
▽
情
報
公

開
▽
住
民
参
加
▽
議
会
機
能
強
化

―
の
３
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
、

カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
に
点
数
を
算
出

し
た
。
な
お
、
こ
の
調
査
は
各
議

会
の
現
状
を
見
る
際
の
参
考
と
し

て
提
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

あ
く
ま
で
も
ラ
ン
キ
ン
グ
は
副
産

物
と
説
明
し
て
い
る
。

大
山
氏
は
、
住
民
か
ら
議
員
が

「
自
分
達
の
代
表
」
と
思
っ
て
貰

え
な
い
原
因
を
議
員
の
偏
り
に
求

め
、
性
別
の
ほ
か
職
業
・
階
層
・

年
齢
の
偏
り
が
影
響
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
分
析
し
た
。

人
羅
氏
は
、
議
会
の
活
動
が
正

当
に
評
価
さ
れ
て
い
な
い
と
評
し

た
う
え
で
、
住
民
の
目
か
ら
「
何

を
し
て
い
る
の
か
」
が
把
握
さ
れ

ず
、
国
会
議
員
よ
り
縁
遠
い
存
在

に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

三
井
氏
は
「
議
会
や
議
員
は
、

住
民
が
議
員
の
活
動
領
域
に
入
り

込
ん
で
く
る
こ
と
を
嫌
が
っ
て
は

こ
な
か
っ
た
か
」
と
議
員
の
意
識

に
対
す
る
問
題
を
提
起
し
た
。

ほ
か
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
「
行
政
改
革
は
行
政
機
構

の
効
率
化
が
目
的
。
議
会
改
革
は

行
革
と
異
な
る
視
点
で
進
め
る
必

要
が
あ
る
」「
本
当
に
必
要
な
ら

ば
定
数
や
報
酬
を
増
や
し
て
も
良

い
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

【
２
面
か
ら
続
く
】

２
日
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
課
題

討
議
。
テ
ー
マ
に
「
政
務
活
動
費

を
考
え
る
」
を
掲
げ
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
江
藤
俊
昭
・
山
梨
学

院
大
学
法
学
部
教
授
が
討
議
を
リ

ー
ド
。
壇
上
に
は
、
斉
藤
佐
知
子

・
函
館
市
議
会
副
議
長
、
江
原
和

明
・
宝
塚
市
議
会
前
議
長
、
鈴
木

弘
・
熊
本
市
議
会
副
議
長
の
３
氏

が
事
例
報
告
者
と
し
て
席
を
連
ね

た
ほ
か
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
に
橋

本
勇
・
弁
護
士
も
迎
え
た
。

斉
藤
氏
は
「
議
会
活
動
に
対
す

る
市
民
理
解
と
説
明
責
任
」
、
江

原
氏
は
「
政
務
活
動
費
の
支
出
に

お
け
る
透
明
性
の
確
保
と
説
明
責

任
」
、
鈴
木
氏
は
「
熊
本
市
議
会

で
の
政
務
活
動
費
の
経
緯
と
特

徴
」
の
演
題
で
、
各
議
会
の
現
状

や
取
組
み
の
推
移
を
報
告
し
た
。

函
館
市
議
会
で
は
、
政
務
調
査

費
に
関
す
る
文
書
公
開
請
求
が
平

成
１９
年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
っ
て
い

る
と
い
う
。
「
使
途
に
関
す
る
説

明
責
任
は
、
会
派
お
よ
び
議
員
に

あ
る
」
と
し
、
函
館
市
議
会
で
は

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
全
面
公
開
す
る

な
ど
透
明
性
の
確
保
に
努
め
て
い

る
。
宝
塚
市
議
会
で
は
、
市
民
団

体
「
見
張
り
番
宝
塚
」
と
定
期
的

に
意
見
交
換
し
、
説
明
責
任
を
果

た
し
て
い
る
。
熊
本
市
議
会
で
は
、

政
調
費
運
用
の
手
引
き
な
ど
に
取

り
組
ん
だ
実
績
が
披
露
さ
れ
た
。

橋
本
弁
護
士
は
「
市
民
が
訴
え

を
提
起
す
る
こ
と
に
制
約
は
な
い

た
め
、
自
ら
の
信
念
に
基
づ
い
て

政
務
活
動
費
を
使
っ
て
欲
し
い
」

と
語
り
、
自
信
を
持
っ
て
有
意
義

に
使
っ
て
欲
し
い
と
述
べ
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
次
期
開
催
地

の
紹
介
が
あ
り
、
第
９
回
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
す
る
岡
山
市
の
則
武

宣
弘
・
議
長
が
、
ご
当
地
の
有
名

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
桃
太
郎
に
扮
し

あ
い
さ
つ
し
た
�
上
写
真
。
ま
た
、

今
回
の
開
催
地
・
旭
川
市
の
三
井

議
長
か
ら
則
武
議
長
へ
、
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
開
催
旗
が
引
き
継
が
れ
た

�
下
写
真
。
第
９
回
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
明
年
８
月
に
開
催
予
定
。
則
武

議
長
は
歓
迎
の
意
を
表
し
た
。

平平
成成
２２６６
年年
度度
はは
岡岡
山山
市市
でで

開
催
旗
が
次
期
開
催
地
へ

人羅格氏

片木淳氏

三井幸雄氏

大山礼子氏

江原和明氏

鈴木弘氏
２日目

課
題
討
議

政
務
活
動
費
を
考
え
る

斉藤佐知子氏

橋本勇氏

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
江
藤
氏

（３） 平成２５年７月２５日 第１８７５号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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▼
議
長

▽
東
御

青
木
周
次
（
１１
・
２６
）

▽
飯
塚

田
中
博
文
（
５
・
２１
）

▽
筑
紫
野

鹿
島
康
生
（
５
・
２７
）

▽
石
狩

青
山
祐
幸
（
５
・
３０
）

▽
川
崎

浅
野
文
直
（
６
・
３
）

▼
副
議
長

▽
東
御

依
田
俊
良
（
１１
・
２６
）

▽
飯
塚

瀬
戸

元
（
５
・
２１
）

▽
筑
紫
野

赤
司
泰
一
（
５
・
２７
）

▽
石
狩

池
端
英
昭
（
５
・
３０
）

▽
和
光

栗
原
次
男
（
５
・
３０
）

▽
川
崎

飯
塚
正
良
（
６
・
３
）

▼
事
務
局
長

▽
阿
賀
野

小
林
定
次
（
４
・
１
）

▽
富
山

長
森
巳
輝
男
（
４
・
１
）

▽
魚
津

新
浜
義
弦
（
４
・
１
）

▽
氷
見

七
分
由
紀
雄
（
４
・
１
）

▽
黒
部

平

正
夫
（
４
・
１
）

▽
砺
波

大
浦
正
治
（
４
・
１
）

▽
南
砺

一
二
三
敦
司
（
４
・
１
）

▽
輪
島

西
山
豊
一
（
４
・
１
）

▽
珠
洲

天
満
信
一
（
４
・
１
）

▽
羽
咋

坂
庄
正
彦
（
４
・
１
）

▽
福
井

山
先
勝
男
（
４
・
１
）

▽
敦
賀

森
下

敏
（
４
・
１
）

▽
越
前

三
好

昭
（
４
・
１
）

▽
小
浜

藤
本
周
次
（
４
・
１
）

▽
坂
井

吉
田
市
郎
（
４
・
１
）

▽
岡
谷

原

孝
好
（
４
・
１
）

▽
飯
田

福
澤
栄
二
（
４
・
１
）

▽
諏
訪

松
�

寛
（
４
・
１
）

▽
伊
那

池
上

忍
（
４
・
１
）

▽
駒
ヶ
根

宮
澤
秀
一
（
４
・
１
）

▽
大
町

西
沢
正
敏
（
４
・
１
）

▽
茅
野

小
池
俊
一
（
４
・
１
）

▽
塩
尻

宮
本
京
子
（
４
・
１
）

▽
千
曲

平
林
喜
代
士
（
４
・
１
）

▽
八
王
子

西
村
高
志
（
４
・
１
）

▽
武
蔵
野

前
田
洋
一
（
４
・
１
）

▽
府
中

吉
野
寿
一
（
４
・
１
）

▽
昭
島

荒
井
宏
泰
（
４
・
１
）

▽
調
布

小
林
明
信
（
４
・
１
）

▽
国
立

内
藤
哲
也
（
４
・
１
）

▽
東
大
和

関
田
新
一
（
４
・
１
）

▽
多
摩

�
井
和
弘
（
４
・
１
）

▽
千
代
田

鈴
木
秀
人
（
４
・
１
）

▽
文
京

吉
岡
利
行
（
４
・
１
）

▽
品
川

原

明
彦
（
４
・
１
）

▽
大
田
（
東
京
）

近
藤
倫
生
（
４
・
１
）

▽
豊
島

佐
藤
正
俊
（
４
・
１
）

▽
板
橋

鍵
屋

一
（
４
・
１
）

▽
江
戸
川

畔
�
文
泰
（
４
・
１
）

▽
川
崎

古
知
屋
清
（
４
・
１
）

▽
相
模
原

川
上

宏
（
４
・
１
）

▽
平
塚

伊
東
俊
夫
（
４
・
１
）

▽
鎌
倉

三
留
定
男
（
４
・
１
）

▽
藤
沢

脇
田
秀
樹
（
４
・
１
）

▽
小
田
原

宮
代
範
幸
（
４
・
１
）

▽
伊
勢
原

佐
藤

順
（
４
・
１
）

▽
海
老
名

横
山
丘
明
（
４
・
１
）

▽
南
足
柄

瀬
戸
義
晴
（
４
・
１
）

▽
富
士
吉
田

渡
辺
晃
男
（
４
・
１
）

▽
韮
崎

伊
藤
一
向
（
４
・
１
）

▽
南
ア
ル
プ
ス清

水
栄
男
（
４
・
１
）

▽
甲
斐

中
村
宗
和
（
４
・
１
）

▽
北
杜

坂
本
吉
彦
（
４
・
１
）

▽
上
野
原

佐
藤
和
弘
（
４
・
１
）

▽
山
梨

武
井
信
治
（
４
・
１
）

▽
中
央
（
山
梨
）

佐
野
一
彦
（
４
・
１
）

▽
結
城

萩
原
雄
二
（
４
・
１
）

▽
龍
ケ
崎

佐
藤
久
雄
（
４
・
１
）

▽
常
総

古
池
和
夫
（
４
・
１
）

▽
高
萩

柴
田
広
美
（
４
・
１
）

▽
取
手

関

孝
雄
（
４
・
１
）

▽
牛
久

滝
本

仁
（
４
・
１
）

▽
潮
来

柏
�
義
一
（
４
・
１
）

▽
常
陸
大
宮

三
村
勝
重
（
４
・
１
）

▽
那
珂

城
宝
信
保
（
４
・
１
）

▽
神
栖

高
安
永
夫
（
４
・
１
）

▽
桜
川

市
塚
邦
彦
（
４
・
１
）

▽
つ
く
ば
み
ら
い

斉
藤

一
（
４
・
１
）

▽
宇
都
宮

手
塚
敏
男
（
４
・
１
）

▽
小
山

田
村

豊
（
４
・
１
）

▽
真
岡

飯
島
眞
一
（
４
・
１
）

▽
大
田
原

洗

正
之
（
４
・
１
）

▽
矢
板

益
子
陽
子
（
４
・
１
）

▽
那
須
烏
山

平
山

隆
（
４
・
１
）

▽
下
野

塚
原

孝
（
４
・
１
）

▽
前
橋

佐
藤

充
（
４
・
１
）

▽
桐
生

石
川
一
郎
（
４
・
１
）

▽
渋
川

梅
澤

功
（
４
・
１
）

▽
藤
岡

御
供
英
宏
（
４
・
１
）

▽
富
岡

吉
澤
和
雄
（
４
・
１
）

▽
さ
い
た
ま

平
田
則
夫
（
４
・
１
）

▽
川
口

渡
辺
悦
男
（
４
・
１
）

▽
行
田

河
野
恭
男
（
４
・
１
）

▽
秩
父

�
橋

睦
（
４
・
１
）

▽
加
須

大
澤

誠
（
４
・
１
）

▽
鴻
巣

関
口

昭
（
４
・
１
）

▽
草
加

下
国
季
樹
（
４
・
１
）

▽
朝
霞

内
田
藤
男
（
４
・
１
）

▽
志
木

谷
口

敬
（
４
・
１
）

▽
和
光

冨
澤
勝
広
（
４
・
１
）

▽
新
座

並
木

衛
（
４
・
１
）

▽
桶
川

金
子
和
男
（
４
・
１
）

▽
北
本

須
藤
健
治
（
４
・
１
）

▽
富
士
見

渡
辺
秀
樹
（
４
・
１
）

▽
幸
手

丸
山
洋
之
（
４
・
１
）

▽
鶴
ヶ
島

中
島
啓
善
（
４
・
１
）

▽
千
葉

大
木
正
人
（
４
・
１
）

▽
船
橋

高
橋
忠
彦
（
４
・
１
）

▽
館
山

小
柴
正
典
（
４
・
１
）

▽
松
戸

笠
原
祐
一
（
４
・
１
）

▽
野
田

戸
辺
健
一
（
４
・
１
）

▽
茂
原

相
澤

佐
（
４
・
１
）

▽
成
田

飯
田
美
則
（
４
・
１
）

▽
佐
倉

関
口
直
行
（
４
・
１
）

▽
東
金

布
留
川
信
男
（
４
・
１
）

▽
旭

伊
藤
恒
男
（
４
・
１
）

▽
浦
安

小
澤
壮
司
（
４
・
１
）

▽
四
街
道

林
田
良
一
（
４
・
１
）

▽
白
井

大
塚
栄
一
（
４
・
１
）

▽
南
房
総

渡
邉

満
（
４
・
１
）

▽
山
武

峰

安
宏
（
４
・
１
）

▽
大
網
白
里

齊
藤
隆
廣
（
４
・
１
）

▽
浜
松

湯
澤

久
（
４
・
１
）

▽
三
島

河
野

稔
（
４
・
１
）

▽
富
士
宮

渡
井
照
彦
（
４
・
１
）

▽
藤
枝

松
浦
光
男
（
４
・
１
）

▽
御
殿
場

杉
山
直
毅
（
４
・
１
）

▽
袋
井

久
永
豊
彦
（
４
・
１
）

▽
裾
野

勝
又
達
也
（
４
・
１
）

▽
御
前
崎

栗
林
清
和
（
４
・
１
）

▽
菊
川

藤
田
一
郎
（
４
・
１
）

▽
伊
豆
の
国

山
田
芳
治
（
４
・
１
）

▽
名
古
屋

杉
山

勝
（
４
・
１
）

▽
岡
崎

山
本
啓
二
（
４
・
１
）

▽
一
宮

小
島
敏
彦
（
４
・
１
）

▽
春
日
井

伊
藤
和
行
（
４
・
１
）

▽
津
島

大
竹
節
雄
（
４
・
１
）

▽
安
城

久
津
名
伸
也
（
４
・
１
）

▽
蒲
郡

本
多
芳
弘
（
４
・
１
）

▽
稲
沢

加
島
和
典
（
４
・
１
）

▽
新
城

村
田
道
博
（
４
・
１
）

▽
知
多

�
井
英
男
（
４
・
１
）

▽
尾
張
旭

森

重
憲
（
４
・
１
）

▽
高
浜

森
野

隆
（
４
・
１
）

▽
豊
明

浜
島
吉
孝
（
４
・
１
）

▽
清
須

木
村
克
範
（
４
・
１
）

▽
北
名
古
屋

山
中
郁
男
（
４
・
１
）

▽
長
久
手

野
田
和
裕
（
４
・
１
）

▽
津

水
谷

渉
（
４
・
１
）

▽
鈴
鹿

田
辺
克
己
（
４
・
１
）

▽
い
な
べ

川
添
隆
史
（
４
・
１
）

▽
志
摩

溝
口
和
則
（
４
・
１
）

▽
岐
阜

伊
藤
彰
啓
（
４
・
１
）

▽
大
垣

金
森

守
（
４
・
１
）

▽
高
山

亀
山
裕
康
（
４
・
１
）

▽
羽
島

永
田
幸
弘
（
４
・
１
）

▽
可
児

高
木
伸
二
（
４
・
１
）

▽
下
呂

中
丸
修
治
（
４
・
１
）

▽
東
大
阪

菅
納
清
二
（
４
・
１
）

▽
池
田

長
尾
伊
織
（
４
・
１
）

▽
高
槻

斎
藤
卓
夫
（
４
・
１
）

▽
八
尾

小
山

登
（
４
・
１
）

▽
富
田
林

日
谷
敏
彦
（
４
・
１
）

▽
河
内
長
野

杉
江
知
二
（
４
・
１
）

▽
松
原

吉
岡
靖
訓
（
４
・
１
）

▽
和
泉

山
本
雅
之
（
４
・
１
）

▽
藤
井
寺

川
口
勇
治
（
４
・
１
）

▽
大
阪
狭
山

坂
上

一
（
４
・
１
）

▽
阪
南

森
下
伊
三
美
（
４
・
１
）

▽
京
都

西
出
義
幸
（
４
・
１
）

▽
舞
鶴

上
羽

仁
（
４
・
１
）

▽
綾
部

西
川
卓
男
（
４
・
１
）

▽
宮
津

上
山
栄
一
（
４
・
１
）

▽
京
田
辺

村
上
陽
一
（
４
・
１
）

▽
南
丹

山
内
晴
貴
（
４
・
１
）

▽
彦
根

田
口
達
朗
（
４
・
１
）

▽
栗
東

武
村
嘉
章
（
４
・
１
）

▽
甲
賀

鈴
木
和
之
（
４
・
１
）

▽
野
洲

橋

俊
明
（
４
・
１
）

▽
高
島

澤
田
市
郎
（
４
・
１
）
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